
















要約:石川県では人口べ一スによる先天異常モニタリングの基礎資料を得る目的で、昭和

56 年以降、石川県内に所在する産婦人科医療機関および保健所等の衛生行政機関の協力

を得て、先天異常児発生調査を実施してきている。

本年度は昭和 56 年 1月 1 日より昭和 63 年 12月 31 日までの満 8年間に調査協力機関で石

川県内に居住する母親から出産した 87,926 児と同期間に報告のあった先天異常児 597 児

をもとに先天異常の種類別に発生頻度を測定した。

全先天異常児の発生頻度は出産 10,000 当り 67.90 であり、厚生省の先天異常モニタリン

グシステムに関する研究班が設定した 33 種のマーカー奇形のうち主な先天異常の発生頻

度は出産 10,000 当り、無脳症 4.66、脳瘤・脳髄膜瘤 1.71、水頭症 2.84、口唇裂 4.89、

口唇口蓋裂 5.12、口蓋裂 3.53、脊椎髄膜瘤・二分脊椎 2.05、臍帯ヘルニア 1.93、腹壁破

裂 1.14、直腸肛門奇形 2.96、多指症 5.12、合指症 1.59、上肢の減数異常 3.18、多趾症 3.53、

合趾症 3.18、下肢の減数異常1.93、ダウン症候群 2.96 となっている。

マーカー奇形以外の先天異常児は出産 10,000 当り 18.31 であり、口唇口蓋裂を除く二種

以上の先天異常の合併した多発奇形児は同 13.31 で全先天異常児の約 20%を占めていた。

母親の居住地を市部、郡部に分けて発生頻度をみると市部がやや高いが著差はなく、先天

異常の種類別では口唇、口蓋裂が市部に高く、多趾症が郡部に高い傾向がみられるようで

ある。県内を加賀地区、金沢地区、能登地区に分けて先天異常の発生頻度を検討したが、

全先天異常でも各々マーカー奇形でみても地区間に著差はみられないようである。


